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事業名
ドクターズバスケットボールフェ
スティバル in のしろ 2018

Ｎstyle３x３
第7回能代バスケロードフェスティ
バル

事業内容

　７月７日（土）、８日（日）に
アリナスで開催する予定。
　バスケ好きの医者チームを能代
に呼び込み、バスケを楽しんでも
らう。

　３人制バスケットボール３×３
(ｽﾘｰ･ﾊﾞｲｽﾘｰ）の１Dayイベント。
開催日は８月４日（土）を予定
し、能代市総合体育館で開催す
る。
参加募集は一般男女。

　バスケットボールに関わるすべ
ての人の交流うを目指し、回遊型
イベントを能代市内「バスケロー
ド（仮称）」にて行う。実施時期
については、秋田ノーザンハピ
ネッツの能代開催に合わせて行
う。また、メイン事業として書
道・川柳大会、ムービーコンテス
ト、バスケ神社の強化、スタンプ
ラリーを行う。

無償スタッフ
活動時間

１００時間 １０２時間 １００時間

補助申込金額 １００千円 １００千円 １００千円

審査会の主な意
見、改善の提案

等

・新たな取り組みや更なる告知方法も検討していた
だきたい

・参加費設定（５００円）は今後見直してはどう
か？（少ないのではないか）

・継続して徐々に定着してきた点は評価できる。

・参加費を上げるなど事業性を高めることで有償ス
タッフ（ボランティアへの交通費、謝礼など）へつ
なげていく必要がありそう。

・より発展していくことを期待します。

・参加者が年々増加している上、広告に関してもよ
り効果的に宣伝できる方法を考えられているところ
が評価できると思います。今後より良い宣伝方法を
見つけて更に参加者を増やしてほしい。

・今年で５回目とのことですが、もっと参加者が増
えても良いのかなと思います。参加者増を希望しま
す。

・ＰＲにもっと力を入れていただきたい。ミニバス
や高校生プレーヤーが他地域の人とふれあう機会で
あるし、スポーツ医学の指導を受けられる貴重な機
会であると思うので、これを是非多くの子供たちに
提供していただきたいと思います。

・年々、参加人数が増えているので宣伝にもう少し
力を入れて参加費を少し上げていくと収入が増え、
何かあたらしいことにも挑戦ができるのではないか
と思います。

・今年で５回目で全国規模で広がっている。市民や
工業高校生との交流も期待でき継続していってほし
い。

・「不夜城」観光客へもイベントをＰＲし、多くの
方々に見ていただければと思います。（同日開催の
メリットを最大限に活かす)参加ゲストによっても
集客を見込めるため、３Ｘ３のアピールになる。

・バスケの街の最も重要な「する」という点にアプ
ローチする大事なイベントだと考える。継続する中
で改題を捉えて新たにチャレンジする内容になって
おり、是非、協力者を増やしながら発展していって
ほしい。

・自己資金（持ち出し）が大きくなってしまってい
るので、補助を検討するべきだと考える。

・自己資金が昨年より増加しているとのことなの
で、参加費を上げる、謝礼を絞るなどの工夫が必要
だと思う。能代市の特産品を商品にしたいとの思い
は良いが、更に支出負担が増えてしまうのではない
でしょうか。

・昨年の反省を踏まえつつ活動しているのがよくわ
かるので応援したい。

・もっと企画の部分で頑張ってもらいたい。参加人
数が増えて対応できるような大会にしてもらいた
い。

・参加賞には大いに地元の物産を使ってもらいた
い。

・おもしろい取り組みであると感じました。大会運
営上で困難もあると思いますが、スタッフの拡充な
どに取り組んで継続・拡大してほしいと思います。
場合によっては、「バスケの街づくりチャレンジ事
業」ではなく、もっと金額の大きな補助制度を探
し、チャレンジすることも検討されてはどうでしょ
うか。

・新しいことに挑戦することや地域へ貢献すること
を考えているところは評価できるが、自己資金をな
るべく出さないように工夫していったらいいと思
う。若い人たちが多くいるのであればＳＮＳ発信を
中心にポスター代を削減するなど。

・参加人数が減っているといっているが、３Ｘ３と
いうスタイルの普及浸透に貢献していると感じられ
る。

・具体的な開催内容、金額など詳
細が明らかになっておらず、評価
不能である。
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